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◎基本的な考え方 

１．計画策定の趣旨 

少子高齢化が進み、全国的かつ本格的な人口減少社会が進展する中、国・地方にとっても地方創生

が大きな課題となっています。また、グローバル化の進展、コロナ禍を経たデジタル化の急速な浸透

等と相まって、地方を取り巻く環境は近年、より大きく変化しています。 

高等教育機関を取り巻く環境に目を向けると、地域社会の衰退への懸念が高まる中、人生 100 年時

代への対応やグローバル社会、デジタル社会において地域が持続的に発展していくため、地（知）の

拠点としての高等教育機関への期待がますます高まっています。一方で、１８歳人口の急激な減少や

東京一極集中が緩和されない状況が続いており、地域内における高等教育機関のさらなる魅力創出、

全体のボトムアップが急務です。 

 『おおいた地域連携プラットフォーム』では、前身の『大学等による「おおいた創生」推進協議会』

の頃から、おおいた地域における知の基盤としての高等教育機関の役割を明確化し、地域内における

高等教育機関の特徴や強みを踏まえた連携の推進を目指し、おおいた地域の高等教育全体の活性化を

図る「おおいた地域高等教育活性化中長期計画」を 2018 年に策定し、各部会を中心に着実に取り組み

を推進してきました。外部評価委員会における 2022 年度評価においては、各部会、運営体制、総括の

いずれにおいても「Ａ」評価を受けるとともに、「このプラットフォームの取組は、全国のプラットフ

ォームの良い見本になると思われる」といった高い評価を得ています。 

 以上のとおり、第１期の前計画を引き継ぎ、県内高等教育機関が県内地方公共団体、産業界等とよ

り強固に連携して、高等教育のさらなる活性化を図ることが求められていることから、新たな中長期

計画を策定するものです。 

 

２．計画の性格・役割 

 この計画は、「おおいた地域連携プラットフォーム」（以下、「本プラットフォーム」という。）に加

入する高等教育機関である大学、短大及び高専（以下、「大学等」という。）が地方公共団体、経済団

体、関係団体、企業等と協働及び連携の上、地域における大学等の特徴や強みを踏まえ、大学等連携

による地域の高等教育の活性化に向けた長期的、総合的な指針を示したものであり、本プラットフォ

ームの構成機関が目指すべき目標を共有し、その実現に向けてともに努力する内容を明らかにするも

のです。 

 

３．計画の期間 

 計画の期間は、２０２３年度を初年度とし、２０２７年度までの５年間とします。 

 

４．計画の構成 

 この計画は、基本構想編と基本計画編の２部構成となっています。 

基本構想編では、おおいた地域の高等教育機関を取り巻く現状と課題を踏まえ、おおいた地域の高
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等教育機関が目指す「基本目標」を明らかにしており、基本計画編では、課題ごとの「これからの基

本方向」「具体的な取組」「主管部会」「目標指標」を示しています。 
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【基本構想編】 

◎現状と課題 

・ 大分県は九州で最も少子高齢化が進行している県であり、少子高齢化に起因する多様な課題を抱

えています。そのため、県内の大学等高等教育機関は“おおいた”の「知（地）の拠点」として、

以下の課題に対応することが求められています。 

① 県内自治体・産業界等と大学等の連携の推進 

② 産学官連携による産業、福祉、医療等、様々な分野の課題解決による地域活性化の推進 

③ 地域活性化のため、学生等が地域と協働して行うフィールドワーク等の推進 

④ 大学等連携による地域に密着した科目の充実 

⑤ 大学等の魅力を高める高等教育の質の向上 

⑥ 多様なニーズに応える社会人の学び直し機会（生涯学習、リカレント教育）の提供 

⑦ 産学官連携による地域創生人材の育成と質保証 

⑧ 高等教育機関進学率の向上 

⑨ 学生の確保等による若年者の人口流出抑制 

⑩ 人口減少の抑制に向けた県内就職の促進 

 

◎ビジョン・基本目標 

 “人生 100 年時代を見据えたライフステージの各段階を支えるおおいた地域の地（知）の 

プラットフォームの機能強化” 

 

構成団体と連携して、教育や産業の振興、医療・福祉の充実、地域活性化など多様な地域課題に対

応し、大学等が持つ研究開発機能やシンクタンク機能、さらには学生の活力を活用できる人生 100 年

時代にふさわしい地域の高等教育機関としてその機能の強化を図ります。 

また、18 歳人口が減少する中でも県内大学等への進学者をしっかりと確保し、県内大学等が連携し

て行う教育・研究活動、学生の地域での実践型学修等の展開を通じて、高等教育の活性化を図ります。 

このような観点から、３つの基本目標を設定します。 

① 地域を対象とした教育研究による地域課題解決及び産業・地域活性化の推進 

② 産学官連携による地域の高等教育の質向上と地域創生人材の育成及び社会人の学び直し支援 

③ 産学官連携・高大社接続の実質化による中等教育支援と高等教育機関進学の促進及び県内就

職の促進 

以上のビジョン・基本目標の実現を目指し、総合的な達成度を測る目標指標として、「課題①：県内

自治体・産業界等と大学等の連携の推進」に対応して以下を設定します。 
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指 標 名 
基準値 

（2022 年度） 

目標値 

（2027 年度） 

事業参加機関の満足度（アウトカム指標） 93.1% 97%以上 

大分県と構成大学等との連携事業数 197 件/年 205 件/年 

 

◎組織体制図 

  

 

 本計画における事業推進本部会議、各部会、協働事務局の役割、基本目標、課題との関係は以下の通

りです。なお、本計画の取り組みの実施にあたっては、必要に応じて各部会の下にワーキンググループ

を設置し、これがあたるものとします。 

■事業推進本部会議 

 ○本計画の推進管理 

 ○本地域における高等教育のグランドデザインについての継続的な議論 

■地域交流・課題検討部会 

○「基本目標①：地域を対象とした教育研究による地域課題解決及び産業・地域活性化の推進」

の統括 

 ○「課題①：県内自治体・産業界等と大学等の連携の推進」「課題②：産学官連携による産業、福
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祉、医療等、様々な分野の課題解決による地域活性化の推進」「課題③：地域活性化のため、学

生等が地域と協働して行うフィールドワーク等の推進」に対応する取り組みの実施 

■教育プログラム開発部会 

○「基本目標②：産学官連携による地域の高等教育の質向上と地域創生人材の育成及び社会人の

学び直し支援」の統括 

 ○「課題④：大学等連携による地域に密着した科目の充実」「課題⑤：大学等の魅力を高める高等

教育の質の向上」「課題⑥：多様なニーズに応える社会人の学び直し機会（生涯学習、リカレン

ト教育）の提供」「課題⑦：産学官連携による地域創生人材の育成と質保証」に対応する取り組

みの実施 

■地域人材創出部会 

 ○「基本目標③：産学官連携・高大社接続の実質化による中等教育支援と高等教育機関進学の促

進及び県内就職の促進」の統括。 

 ○「課題⑥：多様なニーズに応える社会人の学び直し機会（生涯学習、リカレント教育）の提供」

「課題⑦：産学官連携による地域創生人材の育成と質保証」「課題⑧：高等教育機関進学率の向

上」「課題⑨：学生の確保等による若年者の人口流出抑制」「課題⑩：人口減少の抑制に向けた

県内就職の促進」に対応する取り組みの実施 

■協働事務局 

 ○本計画の推進にかかる事務及び調整 
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【基本計画編】 

◎基本目標１：地域を対象とした教育研究による地域課題解決及び産業・地域

活性化の推進 

１．これからの基本方向 

○ 教育や産業の振興、医療・福祉の充実、地域活性化など多様な地域課題に対応するため、大学等

が持つ研究開発機能やシンクタンク機能を最大限に発揮できる体制の構築と産学官による取り

組みの充実を図ります。 

○ 「地（知）の拠点」としての機能を発揮し、大学等の魅力を高めるため、大学等が自治体や企業

等と密接な連携を取り、学生が地域と協働して行うフィールドワークや地域課題解決等の実践

型学修の取り組みの充実を図り、学生と地域との交流を促進します。 

 

２．具体的な取組 

○ 中分類１－１：地域課題解決等を学術的に支える研究の推進 

 自治体が抱える課題等の解決に向けた調査・研究 

 企業等が抱える課題等の解決に向けた調査・研究 

 課題解決マッチングの場づくり 

 地域・企業等の交流の場づくり 

 その他産業・地域活性化につながる産学官連携による調査・研究 

○ 中分類１－２：学生主体の地域課題解決活動の推進 

 実践型地域活動の実施 

 地域の課題解決活動成果報告会の実施 

 産学官連携による協働教育プログラム等の検討、実施 

 

３． 主管部会 

○ 地域交流・課題検討部会 

 

４．目標指標 

中分類 
課題 

番号 
指 標 名 

基準値 

（2022 年度） 

目標値 

（2027 年度） 

－ ① 大分県と構成大学等との連携事業数（再掲） 197 件/年 205 件/年 

１－１ ② 
新たに開始した産学官連携研究の累積実施件

数 
－ 70 件 

１－２ ③ 
新たに開始した学生主体の地域課題解決活動

の累積実施件数 
－ 60 件 
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◎基本目標２：産学官連携による地域の高等教育の質向上と地域創生人材の

育成及び社会人の学び直し支援 

１．これからの基本方向 

○ 地域の持続的発展のため、大学等高等教育機関には、次世代の地域のリーダーとなる人材の育

成、輩出が期待されています。大学等が自治体や企業等と密接な連携を取り、地域に密着したカ

リキュラム等の充実、教育力の向上を通じて、多様な地域で通用する人材を育成する環境を整え

ます。 

○ 今後は生産年齢人口の急激な減少や過疎化、小規模集落の増加等が進むことから、高齢者や女性

など多様な人材の社会参加を一層促す必要があります。また、人生 100 年時代を迎え、高齢者か

ら若者まで、全ての世代に活躍の場があり、全ての人が元気に活躍し続けられる社会、安心して

暮らすことのできる社会をつくることが期待されています。知の拠点である高等教育機関とし

て、生涯を通じて切れ目なく、質の高い教育を用意し、いつでも知識・教養を深める場、有用な

スキルや必要な能力を身に付けられる学び直しの場を提供、充実させます。 

 

２．具体的な取組 

○ 中分類２－１：「大分を創る人材を育成する科目」の運用体制の確立 

 単位互換科目、協働実施・開発科目の実施 

○ 中分類２－２：大学等連携教職員研修の実施 

 合同教職員研修（FD/SD）の実施 

 新任教員研修の実施 

○ 中分類２－３：多様なニーズに応える生涯学習、リカレント教育の推進 

 サテライトキャンパス等における講座の提供、各市町村への遠隔配信の実施 

 生涯学習支援（リレー講座の実施） 

 リカレント教育プログラムの検討・開発 

○ 中分類２－４：「大分を創る人材を育成する科目」を通じた人材育成の高度化 

 「大分を創る人材を育成する科目」の開発と授業実施 

 おおいた共創士認証制度の実施 

 

３．主管部会 

○ 教育プログラム開発部会（中分類２－１～２－４） 

○ 地域人材創出部会（中分類２－３，２－４） 
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４．目標指標 

中分類 
課題 

番号 
指 標 名 

基準値 

（2022 年度） 

目標値 

（2027 年度） 

２－１ ④ 単位互換科目受講者数 99 人/年 130 人/年 

２－２ ⑤ 合同 FD/SD 研修会の開催実績 3 回/年 5 回/年 

２－３ ⑥ 
生涯学習講座の受講者数 74 人/年 100 人/年 

リカレント教育の受講者数 134 人/年 150 人/年 

２－４ ⑦ おおいた共創士の累積認定者数 － 100 人 
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◎基本目標３：産学官連携・高大社接続の実質化による中等教育支援と高等教

育機関進学の促進及び県内就職の促進 

１．これからの基本方向 

○ 人口減少社会、グローバル社会においては、高等教育を受けることによる人材の高度化が求めら

れており、県内大学等が教育委員会、中学・高校、自治体、企業等と連携して、中高校生及びそ

の保護者が大学等への進学を含めた多様なキャリアパスを想像、実現できる環境を整えます。 

○ 本県においても、『人口減少が地域経済の縮小を呼び、地域経済の縮小が人口減少を加速させる』

という負のスパイラルに陥ることが危惧されています。地方の人口減少を克服していくために

は、意欲と能力のある若者が地域において活躍できる場の創出等に取り組むことが必要です。産

学官の連携をさらに進め、意欲と能力のある学生が県内企業等とマッチングできる機会や県内

就職をしやすい環境を整えます。これらのマッチングは、就職直前の就職支援活動に限らず、大

学４年間を通じて地域企業や自治体等と触れ合う場とします。 

 

２．具体的な取組 

○ 中分類３－１：進学率向上に向けた取り組み 

 女子中高生の進路選択支援プログラムの実施（理系、ダイバーシティ等を念頭に実施） 

 社会へのトランジションを踏まえた高校生のキャリア教育支援（Web サイトの構築を含む） 

 地域包括ケアシステムを担う医療・福祉・介護人材の育成・確保事業の検討・実施 

○ 中分類３－２：県内進学促進に向けた取り組み 

 県内高校生への進学情報の一元提供（進学ガイドブック、オープンキャンパスガイド等の

作成、配付） 

 県内進学・県内就職を見据えた高校生のキャリア教育支援（再掲） 

○ 中分類３－３：県内就職率向上事業 

 県内企業と学生のマッチング事業（シゴト発見フェスタ、インターンシップフェア等）の実

施 

 おおいた共創士認証制度の推進（再掲） 

 起業人材の育成プログラムの検討・開発 

 

３．主管部会 

○ 地域人材創出部会 
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４．目標指標 

中分類 
課題 

番号 
指 標 名 

基準値 

（2022 年度） 

目標値 

（2027 年度） 

３－１ ⑧ 中高生向け教育支援プログラムの開催実績 5 回/年 10 回/年 

３－２ ⑨ 
県内高校生の県内大学等への関心度（アウトカ

ム指標） 
56.8% 60%以上 

３－３ ⑩ インターンシップ等参加者数 421 人/年 450 人/年 

※ ⑨のアウトカム指標は本プラットフォーム作成の進学情報資料（オープンキャンパスガイ

ド等）がオープンキャンパス等の参加に寄与したと答えた生徒の割合で算出 
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◎具体的なロードマップ 

 本計画の推進に関して、５か年にわたる具体的なロードマップは以下の表のとおりです。なお、各年

度における項目は、社会的状況や事業全体の進捗状況、本プラットフォームに参画する大学等、地方公

共団体・国機関等、地域経済団体・関係団体・連携企業等の増減状況や協議により、変更することがあ

り得ます。また、PDCA サイクルをまわすことで、必要に応じて、随時内容を見直していきます。 

 

年度  項目  

2023年度 ・中長期計画の策定・承認と、中長期計画に基づく2年目以降の具体的な事業計画

の検討  

・中長期計画の公開 

・各部会の役割分担の再確認 

・おおいた地域のさらなる情報収集と分析 

・各事業の遂行 

・連携機関との協議・調整 

・年間評価 等 

2024年度 ・各事業の遂行 

・連携機関との協議・調整  

・年間評価  等 

2025年度 ・各事業の遂行 

・目標指標の達成状況の中間確認  

・中長期計画の点検・評価・改定 等 

2026年度 ・各事業の遂行  

・連携機関との協議・調整  

・年間評価 等 

2027年度 ・各事業の遂行  

・連携機関との協議・調整  

・中長期計画の自己点検評価・外部評価  

・目標指標の達成状況の確認  

・次期へ向けた事業展開の検討 等 
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○各取組の年度単位の詳細なロードマップは以下の通りです。なお、年度単位のロードマップは現時点

での目安であり、各年度末の年間評価に基づき、必要に応じて見直しを行い PDCA サイクルを回しま

す。 
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◎中長期計画の評価の仕組み 

 中長期計画については、具体的なロードマップに記載の通り、毎年度末に年間評価を行うこととし

ています。年間評価は、各部会において各取組の協議を行った後、事業推進本部会議で全体協議を行

い自己評価します。自己評価をもとに、翌年度 6 月頃に外部評価委員会を開催し、年間評価を確定し

ます。評価結果は各部会において次年度以降の事業計画に反映します。 
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【付 録】 

（１）構成組織（2023 年 4 月 1 日時点） 

①高等教育機関（大学・短期大学・高等専門学校） 

 大分大学、大分県立看護科学大学、日本文理大学、別府大学、立命館アジア太平洋大学、 

大分県立芸術文化短期大学、大分短期大学、東九州短期大学、別府溝部学園短期大学、 

別府大学短期大学部、大分工業高等専門学校、放送大学大分学習センター 

 

②地方公共団体・国機関等 

 大分県、大分市、別府市、中津市、日田市、佐伯市、臼杵市、津久見市、竹田市、豊後高田市、 

杵築市、宇佐市、豊後大野市、由布市、国東市、姫島村、日出町、九重町、玖珠町、 

大分県教育委員会、（公財）大分県産業創造機構、大分県立工科短期大学校（大分県）、 

大分労働局 

 

③地域経済団体・関係団体・連携企業等 

 大分県商工会議所連合会、大分県商工会連合会、大分中小企業団体中央会、大分県経営者協会、 

大分経済同友会、大分県中小企業家同友会、 

（株）オーイーシー、（株）大分銀行、大分県信用組合、大分交通（株）、 

（有）大分合同新聞社、（株）大分放送、大分信用金庫、大分みらい信用金庫、（株）オーシー、 

九州電力（株）大分支店、三和酒類（株）、社会福祉法人新友会．、（株）地域科学研究所、 

（株）テレビ大分、東京海上日動火災保険（株）大分支店、（株）トキハ、 

日本政策金融公庫大分支店、（株）豊後企画集団、（株）豊和銀行、柳井電機工業（株） 
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（２）大分県 高等教育機関 学術分野マップ（2023 年度版） 

 

国立
高専

大分工業高等専門学校 大分市 〇

機械工学科
電気電子工学科

情報工学科
都市・環境工学科

〇 園芸科

私立
短期
大学

東九州短期大学 中津市 〇 幼児教育学科

〇

食物栄養学科
（保育健康系、医事健康
系、温泉コンシェルジュ

系）

私立
短期
大学

大分短期大学 大分市

私立
短期
大学

別府溝部学園短期大学 別府市 〇

ライフデザイン総合学科
（ファッションブライダル
系、グラフィックデザイン
系、医療事務系、ビジネ
ス・観光系、日本語系）

幼児教育学科
介護福祉学科

私立
短期
大学

別府大学短期大学部 別府市 〇 初等教育科 〇 食物栄養科

公立
短期
大学

大分県立芸術文化
短期大学

大分市 〇

美術科
（美術系、デザイン系）

音楽科
（声楽系、ピアノ系、管弦

打系、音楽総合系）
国際総合学科

（国際コミュニケーション
系、観光マネジメント系、

現代キャリア系）
情報コミュニケーション

学科
（心理スポーツ系、地域ビ

ジネス系）

○
情報コミュニケーション

学科
（情報メディア系）

私立
大学

放送大学大分学習セン
ター

別府市 〇

教育学部
（生活と福祉系、心理と教
育系、社会と産業系、人
間と文化系、情報系、自

然と環境系）

私立
大学

立命館アジア太平洋大
学

別府市 〇

アジア太平洋学部
（国際関係系、文化・社会・メ

ディア系、グローバル経済系）

国際経営学部
（会計・ファイナンス系、マーケ

ティング系、経営戦略・リー
ダーシップ系、アントレプレ

ナーシップ・オペレーションマ

ネジメント系）

サステイナビリティ観光
学部

（環境学系、国際開発系、観
光産業系、地域づくり系、デー
タサイエンスと情報システム
系、資源マネジメント系、観光
学系、ホスピタリティ産業系、

社会起業系）

保健医療学部
（診療放射線学系、臨床
検査学系、臨床工学系）

私立
大学

別府大学 別府市 〇

文学部
（国際言語・文化学系、史
学・文化財学系、人間関

係学系）
国際経営学部

（国際経営系、会計税理
士系、観光・地域経営系）

〇
食物栄養科学部

（食物栄養学系、発酵食
品学系）

〇
看護学部

（看護学系）

私立
大学

日本文理大学 大分市 〇

経営経済学部
（ビジネスソリューション
系、地域マネジメント系、
会計ファイナンス系、ス

ポーツビジネス系、こども・
福祉マネジメント系）

〇

工学部
（建築学系、情報メディア
学系、機械電気工学系、

航空宇宙工学系）

○

理工学部
（数理科学系、知能情報シ

ステム系、物理学連携
系、電気エネルギー・電子
工学系、機械工学系、知
能機械システム系、生命・
物質化学系、地球環境科

学系、建築学系）

〇

医学部
（医学系、看護学系、先進
医療科学（生命健康科学

系、臨床医工学系））
福祉健康科学部

（理学療法系）

公立
大学

大分県立看護科学大学 大分市

国立
大学

大分大学
大分市
由布市 〇

教育学部
（初等中等教育系、特別

支援教育系）
経済学部

（経済学系、経営システム
学系、地域システム学系、
社会イノベーション学系）

福祉健康科学部
（社会福祉実践系、心理

学系）

〇

区分 大学名 所在地
系・分野

人文・社会系 理工・情報系 生物・医看系
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（３）大分県の高等教育の現状及び課題 

基本構想編で掲げた大分県の高等教育の現状及び課題は、大分県長期総合計画等に基づく現状と課題

の再確認に基づき設定しています。以下のその詳細を記します。 

 

＜大分県長期総合計画 安心・活力・発展プラン２０１５～２０２０改訂版～＞（2020 年 6 月改訂） 

『発展』 

１ 生涯にわたる力と意欲を高める「教育県大分」の創造 

（５）「知の拠点」としての大学等との連携 

の項目において、地域の高等教育機関の現状と課題が以下の通りまとめられています。 

 

○現状と課題 

・ 大学等高等教育機関は「知の拠点」として、学生の確保や生涯学習の提供、グローバ

ル人材の育成、自治体や企業等との連携など地域への貢献が期待されています。 

・ 県内の研究・教育振興の中心的役割を担いつつ、地域に密着したカリキュラムや留学

生の活用など、それぞれの大学の特色を生かすことが求められています。 

・ 人口減少に伴い、高等教育機関への進学者も減少し、大学等の統合・再編が議論され

る中、「知の拠点」としての機能を発揮し続けるためには、大学等の魅力を高めて、入

学者を確保する必要があり、特に、卒業後の県内定着が期待される県内進学を促進す

ることが求められています。 

 

 本計画では、この現状と課題を共有していることから、本現状と課題に関連する資料をもとに現状と

課題の再確認を行います。 

 

  



 
 
 

17 

○大分県の人口の現状分析 

（「 」部及び図は「大分県人口ビジョン（2020 年 3 月改訂）」より抜粋。一部最新のデータで更新） 

（１）総人口の推移と将来予測 

「大分県の人口は、1955（昭和30)年に約128万人のピークに達した後、高度経済成長期には、大

都市圏への労働力流出によって減少しました。1970（昭和45)年からは、大分地区の新産業都市指定

による企業誘致の進展等を背景として1985（昭和60)年までは上昇に転じたものの、その後は緩やか

な減少が続いており、」2020（令和2）年現在で約112.4万人（国勢調査）となっています。 

「社人研推計では、今後人口減少はさらに加速し、2045（令和27)年には約90万人にまで減少する

とされています。 

さらに、この社人研推計をもとに本県独自で2065（令和47)年までの人口を推計すると、71万人程

度になると見込まれます。」 
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（２）年齢３区分別人口の推移と将来予測 

「社人研推計では、2045（令和27) 年の大分県の人口は約90万人まで減少するとされています。

これは1923（大正12)年の人口約90万人とほぼ同程度ですが、年齢区分別人口で比較してみると、年

少人口（15歳未満）が1923年の約32万人に対し、2045年は約10万人と大きく減少する一方で、老年

人口（65歳以上）は1923年の約6万人から、2045年は約35万人と大幅に増加しています。このため高

齢化率（人口全体に対する老年人口の割合）も、1923年が約6.4％であったのに対し、2045年は約

39.3％と、大きく増加する見込みです。 

さらに総人口と同様に本県独自で推計すると、2065（令和47）年の年少人口は約8万人、老年人口

は約28万人、高齢化率は39.5％となると見込まれます。」 

また、2020（令和2）年の国勢調査によると、大分県の高齢化率は33.3%となっており、全国10位

の高さで、九州各県で最も高い割合となっています。年少人口割合は12.1%と全国平均の11.9%をわ

ずかに上回っていますが、九州各県の中では最も低くなっています。以上のように、大分県は九州

で最も少子高齢化が進んでいる県であり、少子高齢化に起因する多様な課題を抱えています。 
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（３）年齢階級別の人口移動の状況 

「近年の年齢階級別の人口移動を見ると、転出超過数に占める15～24歳の割合が高くなっており、

特に20歳～24歳の転出が顕著となっています。 

2018（平成30) 年の県外転出者総数21,989人のうち、15～24歳の転出が7,292人と全体の約３割

を占めていますが、中でも大学等へ進学する年齢である18歳（1,192人）と、新規大卒者が就職する

年齢である22歳（1,655人）に転出者が集中しています。」 
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（４）若年者の転出先内訳（県外） 

「若者の転出先をさらに詳しく見てみると、15～19歳、20～24歳共に福岡県への流出が全体の４

分の１を占めています。 

なお、大分県の特徴として、20～24歳の年齢層で、福岡県の次に「国外」に転出する若者が多く

なっています。これは、立命館アジア太平洋大学等の海外留学生が卒業後に帰国することに起因す

るものです。」 

 

若年者の転出先内訳（県外） 

（2017 年 10 月 1 日～2018 年 9 月 30 日） 

  

資料：大分県人口推計（年報）第 17 表 大分県の年齢（５歳階級）別転出先別県外転出者数 

 

以上のことから大学等高等教育機関は、学生の確保などによる若年者の人口流出抑制への貢献が

期待されています。 
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○将来展望に必要な調査分析 

（「 」部及び図は「大分県人口ビジョン（2020 年 3 月改訂）」より抜粋。） 

 

（１）県内就職率の動向 

県内就職率は、総数では概ね６割程度で推移しています。学校種別で見ると、大学卒業者は３割

程度と低くなっています。短大・高専卒業者は７割程度で推移しており、県内就職の傾向が高くな

っていますが、近年減少傾向にあります。 

県内高校出身者に限ると、大学卒業者は７割程度、短大・高専卒業者は９割程度と県内就職に大

きく貢献していますが、大卒卒業者は横ばい傾向、短大・高専卒業者は減少傾向にあります。 

人口減少の観点からは、今後は、県外出身者の県内就職を促すとともに、県内進学の促進、県内

就職を促すことが重要です。 
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（２）県内総生産の動向 

「生産年齢人口は1985（昭和60）年に82万人とピークを迎えましたが、当時の県内総生産額は、

およそ2.7兆円でした。その後、2016年（平成28）年には約65万人まで生産年齢人口は減少しました

が、逆に県内総生産額は4.4兆円と、大きく増加しています。 

今後は、生産年齢人口の減少は加速することが見込まれているため、あらゆる面からの産業振興

を図り、県内総生産の向上をめざす必要があります。 

具体的には、中小企業の振興や商業・サービス産業の振興と観光・ツーリズムの展開、創業・起

業の支援、企業誘致と産業集積のさらなる深化、先端技術を活用した産業の創出などの新産業の展

開を図ることが重要です。 

併せて、芸術文化やスポーツなどを活用した地域活性化策を進める事も大切です。」 

以上の大分県の方針に対し、県内の高等教育機関の学術分野に照らすと、産学官が連携して、産

業の振興、地域活性化などに対応することも重要であり、大学等が持つ研究開発機能やシンクタン

ク機能、さらには学生の活力が求められています。 
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（３）県民医療費・介護給付費の将来推計 

「県民医療費は、増加を続けており、2015（平成 27）年で 4,619 億円となっています。今後は、

人口が減少するにもかかわらず、高齢化率の高まりにより、2040（令和 22）年には 2015 年との比

較で約 1.9 倍まで増加することが見込まれています。 

また、介護給付費は、2015（平成 27）年で 1,017 億円となっていますが、2040（令和 22）年には

2015 年との比較で約 2.4 倍まで増加することが見込まれています。 

今後は、これらの経費の抑制を図るとともに、住み慣れた地域で健康で自立した日常生活を営ん

でいけるよう、健康寿命の延伸や地域包括ケアシステムの構築を進めていくことが重要となりま

す。」 

以上の大分県の方針に対し、県内の高等教育機関の学術分野に照らすと、産学官が連携して、医

療・福祉の充実などに対応することも重要であり、大学等が持つ研究開発機能やシンクタンク機能、

さらには学生の活力が求められています。 
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 以上の通り、“おおいた”地域の高等教育の現状と課題の再確認ができたことから、本計画における現

状と課題を以下の通り設定します。 

○現状と課題 

・ 大学等高等教育機関は「知の拠点」として、学生の確保や生涯学習の提供、グローバル

人材の育成、自治体や企業等との連携など地域への貢献が期待されています。 

・ 県内の研究・教育振興の中心的役割を担いつつ、地域に密着したカリキュラムや留学生

の活用など、それぞれの大学の特色を生かすことが求められています。 

・ 人口減少に伴い、高等教育機関への進学者も減少し、大学等の統合・再編が議論される

中、「知の拠点」としての機能を発揮し続けるためには、大学等の魅力を高めて、入学

者を確保する必要があり、特に、卒業後の県内定着が期待される県内進学を促進するこ

とが求められています。 

 

 この現状と課題をより具体的に表したものが、下記の課題項目であり、本計画の具体的な設定課題と

している。 

① 県内自治体・産業界等と大学等の連携の推進 

② 産学官連携による産業、福祉、医療等、様々な分野の課題解決による地域活性化の推進 

③ 地域活性化のため、学生等が地域と協働して行うフィールドワーク等の推進 

④ 大学等連携による地域に密着した科目の充実 

⑤ 大学等の魅力を高める高等教育の質の向上 

⑥ 多様なニーズに応える社会人の学び直し機会（生涯学習、リカレント教育）の提供 

⑦ 産学官連携による地域創生人材の育成と質保証 

⑧ 高等教育機関進学率の向上 

⑨ 学生の確保等による若年者の人口流出抑制 

⑩ 人口減少の抑制に向けた県内就職の促進 

 

なお、大分県長期総合計画「安心・活力・発展プラン２０１５」の中から、「まち・ひと・しごと創生」

に関連する施策を集中的・重点的に推進するための計画として「まち・ひと・しごと創生 大分県総合

戦略」が策定されており、本計画の策定と多くが連動することから、以下にその内容を記します。 

 

＜第２期 まち・ひと・しごと創生 大分県総合戦略＞（2021 年３月一部改訂） 

基本目標 

少子高齢化、人口減少社会に対応するため、子どもを生み育てやすい環境づくりなどを通じた自

然増と、仕事づくりや快適な暮らしの環境づくり、ＵＩＪターンなどを通じた社会増の両面から対

策を進めます。 

また、生産年齢人口の減少や過疎化、小規模集落の増加等が進むことから、高齢者や女性など多

様な人材の社会参加を一層促すとともに、集落機能の維持・強化や、特徴ある地域資源による地域
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活性化を図ります。 

このような観点から、３つの基本目標を設定します。 

 

Ⅰ 人を大事にし、人を育てる 

子どもを生み育てやすい環境づくりや健康長寿の社会づくりなど、自然増のための環境を

整えます。また、高齢者や障がい者、女性など、多様な人材の活躍を促進します。併せて、

大分県の将来の担い手となる子どもの教育を充実します。 

Ⅱ 仕事をつくり、仕事を呼ぶ 

地域密着の産業である農林水産業や、チャレンジする商工業、インバウンドの増加等によ

り成長が期待される観光・ツーリズムなど、様々な分野に魅力ある仕事の場を創出します。 

Ⅲ 基盤を整え、地域を活性化する 

人口減少の中で、住み慣れた地域に住み続けたいという住民の思いを叶える地域づくりを

進めると共に、特徴ある地域資源を生かした取り組みやＵＩＪターン促進などにより地域

活性化を図ります。広域交通網の整備など地域間競争の基盤整備を進めるとともに、防災

など地域の安全性・強靱性を高めます。 

 

 

Ⅰ 人を大事にし、人を育てる 

４ 大分県の将来の担い手となる子どもの教育の充実 

（４）「知の拠点」としての大学等との連携 

の項目において、地域の高等教育機関との主な取り組みが記述されています。 

 

①地域課題解決に向けた県内外の大学等との連携の推進 

・ 産学官連携による教育、産業、福祉、医療など、様々な分野の課題解決への対応 

・ 地域活性化のため、学生等が地域と協働して行うフィールドワークなどの促進 

・ 県内企業等が求める人材育成やマッチング機会の提供、就業意識醸成セミナーの実施

など、大学と行政、経済界の連携による県内就職の促進 

・ 大学等のサテライトキャンパスなどの誘致 

・ 大学等と産業界、行政が連携した県民の知識・教養を深める場、社会人の学び直しの

機会の提供 

 

 

 また、本県の高等教育機関を取り巻く将来予測、高校生の大学・短期大学・専修学校への進学者数・

就職者数・割合・都道府県順位についても、課題設定においては重要な資料であることから、次ページ

以降に掲載する。 
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令和4年3月卒　都道府県別大学・短期大学・専修学校への進学者数・就職者数、割合、順位（合計・男女別）

卒業者数 大学等進学計 大　　　学　(学　　部) 短　期　大　学　(本　　科) 専 修 学 校　(専門課程) 就　　職　　者

No 都道府県 計 男 女 計 割合 順位 男 割合 順位 女 割合 順位 計 割合 順位 男 割合 順位 女 割合 順位 計 割合 順位 男 割合 順位 女 割合 順位 計 割合 順位 男 割合 順位 女 割合 順位 計 割合 順位 男 割合 順位 女 割合 順位

1 北 海 道 38,179 19,196 18,983 19,204 50.3% 34 9,795 51.0% 29 9,409 49.6% 46 17,639 46.2% 32 9,619 50.1% 28 8,020 42.2% 37 1,414 3.7% 35 135 0.7% 35 1,279 6.7% 35 8,747 22.9% 4 3,321 17.3% 8 5,426 28.6% 3 7,100 18.6% 24 4,195 21.9% 28 2,905 15.3% 19

2 青 森 10,337 5,270 5,067 5,383 52.1% 31 2,625 49.8% 31 2,758 54.4% 32 4,737 45.8% 33 2,484 47.1% 32 2,253 44.5% 31 497 4.8% 12 85 1.6% 9 412 8.1% 16 1,676 16.2% 35 609 11.6% 37 1,067 21.1% 26 2,505 24.2% 10 1,578 29.9% 9 927 18.3% 10

3 岩 手 10,017 5,201 4,816 4,675 46.7% 44 2,261 43.5% 41 2,414 50.1% 44 4,085 40.8% 44 2,138 41.1% 43 1,947 40.4% 41 491 4.9% 11 102 2.0% 5 389 8.1% 17 2,153 21.5% 6 902 17.3% 7 1,251 26.0% 5 2,548 25.4% 6 1,598 30.7% 8 950 19.7% 6

4 宮 城 18,434 9,313 9,121 9,947 54.0% 27 4,953 53.2% 23 4,994 54.8% 31 9,097 49.3% 26 4,850 52.1% 21 4,247 46.6% 29 787 4.3% 23 84 0.9% 21 703 7.7% 25 3,226 17.5% 24 1,247 13.4% 29 1,979 21.7% 22 3,617 19.6% 21 2,159 23.2% 22 1,458 16.0% 16

5 秋 田 7,055 3,575 3,480 3,407 48.3% 39 1,613 45.1% 38 1,794 51.6% 38 2,924 41.4% 40 1,543 43.2% 38 1,381 39.7% 43 466 6.6% 5 63 1.8% 7 403 11.6% 5 1,217 17.3% 27 457 12.8% 33 760 21.8% 21 1,939 27.5% 3 1,211 33.9% 3 728 20.9% 3

6 山 形 8,998 4,532 4,466 4,450 49.5% 35 2,128 47.0% 35 2,322 52.0% 37 3,924 43.6% 35 2,040 45.0% 36 1,884 42.2% 38 462 5.1% 10 62 1.4% 14 400 9.0% 10 1,726 19.2% 13 695 15.3% 12 1,031 23.1% 16 2,269 25.2% 7 1,323 29.2% 12 946 21.2% 2

7 福 島 15,242 7,679 7,563 7,444 48.8% 38 3,578 46.6% 36 3,866 51.1% 42 6,519 42.8% 38 3,463 45.1% 35 3,056 40.4% 42 811 5.3% 9 75 1.0% 20 736 9.7% 8 2,673 17.5% 23 1,095 14.3% 21 1,578 20.9% 28 3,943 25.9% 5 2,386 31.1% 5 1,557 20.6% 4

8 茨 城 23,813 12,196 11,617 13,068 54.9% 25 6,547 53.7% 19 6,521 56.1% 27 12,454 52.3% 18 6,505 53.3% 18 5,949 51.2% 15 528 2.2% 46 33 0.3% 47 495 4.3% 46 4,516 19.0% 16 1,777 14.6% 19 2,739 23.6% 12 4,189 17.6% 28 2,584 21.2% 30 1,605 13.8% 22

9 栃 木 16,409 8,437 7,972 8,967 54.6% 26 4,454 52.8% 26 4,513 56.6% 26 8,300 50.6% 24 4,386 52.0% 22 3,914 49.1% 25 657 4.0% 30 62 0.7% 30 595 7.5% 29 3,183 19.4% 11 1,245 14.8% 18 1,938 24.3% 8 3,221 19.6% 20 2,070 24.5% 20 1,151 14.4% 21

10 群 馬 16,236 8,371 7,865 9,160 56.4% 20 4,581 54.7% 17 4,579 58.2% 24 8,470 52.2% 19 4,494 53.7% 17 3,976 50.6% 18 688 4.2% 26 86 1.0% 19 602 7.7% 26 3,159 19.5% 9 1,287 15.4% 11 1,872 23.8% 10 2,701 16.6% 30 1,740 20.8% 31 961 12.2% 31

11 埼 玉 54,053 28,029 26,024 34,244 63.4% 8 17,913 63.9% 5 16,331 62.8% 9 32,130 59.4% 7 17,757 63.4% 5 14,373 55.2% 11 1,964 3.6% 36 115 0.4% 44 1,849 7.1% 32 9,705 18.0% 20 3,831 13.7% 25 5,874 22.6% 18 5,880 10.9% 41 3,487 12.4% 42 2,393 9.2% 38

12 千 葉 46,852 23,804 23,048 28,763 61.4% 10 14,628 61.5% 9 14,135 61.3% 12 27,354 58.4% 10 14,484 60.8% 9 12,870 55.8% 8 1,318 2.8% 45 114 0.5% 41 1,204 5.2% 44 8,980 19.2% 14 3,590 15.1% 14 5,390 23.4% 14 4,914 10.5% 42 2,981 12.5% 41 1,933 8.4% 40

13 東 京 98,713 48,768 49,945 70,555 71.5% 1 33,705 69.1% 2 36,850 73.8% 1 68,782 69.7% 1 33,509 68.7% 1 35,273 70.6% 1 1,636 1.7% 47 153 0.3% 45 1,483 3.0% 47 10,847 11.0% 47 4,261 8.7% 47 6,586 13.2% 47 4,747 4.8% 47 3,001 6.2% 47 1,746 3.5% 47

14 神 奈 川 64,786 32,826 31,960 42,779 66.0% 4 21,591 65.8% 4 21,188 66.3% 5 40,847 63.0% 3 21,377 65.1% 3 19,470 60.9% 4 1,856 2.9% 44 167 0.5% 40 1,689 5.3% 43 10,797 16.7% 30 4,299 13.1% 30 6,498 20.3% 33 4,540 7.0% 45 2,830 8.6% 46 1,710 5.4% 45

15 新 潟 17,172 8,867 8,305 8,750 51.0% 32 4,474 50.5% 30 4,276 51.5% 40 7,935 46.2% 31 4,328 48.8% 30 3,607 43.4% 35 646 3.8% 34 75 0.8% 23 571 6.9% 34 4,690 27.3% 1 2,006 22.6% 1 2,684 32.3% 1 2,717 15.8% 35 1,713 19.3% 35 1,004 12.1% 32

16 富 山 8,517 4,322 4,195 4,814 56.5% 18 2,290 53.0% 24 2,524 60.2% 17 4,167 48.9% 27 2,195 50.8% 26 1,972 47.0% 28 585 6.9% 3 89 2.1% 3 496 11.8% 4 1,518 17.8% 21 587 13.6% 27 931 22.2% 19 1,583 18.6% 25 1,045 24.2% 21 538 12.8% 28

17 石 川 9,995 5,141 4,854 6,023 60.3% 11 2,934 57.1% 15 3,089 63.6% 8 5,405 54.1% 14 2,860 55.6% 15 2,545 52.4% 12 579 5.8% 7 74 1.4% 12 505 10.4% 6 1,426 14.3% 41 599 11.7% 36 827 17.0% 41 1,809 18.1% 27 1,139 22.2% 27 670 13.8% 23

18 福 井 6,705 3,354 3,351 4,013 59.9% 12 1,988 59.3% 12 2,025 60.4% 16 3,670 54.7% 12 1,971 58.8% 11 1,699 50.7% 16 303 4.5% 16 15 0.4% 42 288 8.6% 12 1,023 15.3% 37 349 10.4% 41 674 20.1% 34 1,284 19.1% 23 770 23.0% 23 514 15.3% 18

19 山 梨 7,541 4,072 3,469 4,513 59.8% 13 2,438 59.9% 11 2,075 59.8% 20 4,149 55.0% 11 2,371 58.2% 12 1,778 51.3% 14 333 4.4% 18 44 1.1% 17 289 8.3% 14 1,464 19.4% 10 611 15.0% 16 853 24.6% 7 1,074 14.2% 37 705 17.3% 37 369 10.6% 36

20 長 野 17,397 8,870 8,527 9,296 53.4% 30 4,413 49.8% 32 4,883 57.3% 25 8,064 46.4% 30 4,220 47.6% 31 3,844 45.1% 30 1,220 7.0% 2 190 2.1% 2 1,030 12.1% 3 3,673 21.1% 8 1,647 18.6% 5 2,026 23.8% 11 2,762 15.9% 33 1,742 19.6% 34 1,020 12.0% 33

21 岐 阜 16,916 8,565 8,351 10,003 59.1% 15 4,941 57.7% 14 5,062 60.6% 14 9,021 53.3% 16 4,796 56.0% 14 4,225 50.6% 17 971 5.7% 8 143 1.7% 8 828 9.9% 7 2,481 14.7% 39 935 10.9% 39 1,546 18.5% 38 3,472 20.5% 15 2,145 25.0% 19 1,327 15.9% 17

22 静 岡 30,164 15,458 14,706 16,818 55.8% 23 8,609 55.7% 16 8,209 55.8% 29 15,786 52.3% 17 8,455 54.7% 16 7,331 49.9% 21 994 3.3% 38 130 0.8% 24 864 5.9% 38 5,081 16.8% 29 1,985 12.8% 32 3,096 21.1% 27 5,906 19.6% 22 3,514 22.7% 24 2,392 16.3% 14

23 愛 知 60,818 30,254 30,564 37,597 61.8% 9 18,485 61.1% 10 19,112 62.5% 10 35,580 58.5% 9 18,271 60.4% 10 17,309 56.6% 7 1,798 3.0% 43 133 0.4% 43 1,665 5.4% 42 8,428 13.9% 42 2,789 9.2% 46 5,639 18.4% 39 10,132 16.7% 29 6,206 20.5% 32 3,926 12.8% 27

24 三 重 14,607 7,365 7,242 7,837 53.7% 28 3,791 51.5% 28 4,046 55.9% 28 7,097 48.6% 28 3,671 49.8% 29 3,426 47.3% 27 659 4.5% 17 84 1.1% 15 575 7.9% 20 2,240 15.3% 36 754 10.2% 42 1,486 20.5% 30 3,613 24.7% 9 2,281 31.0% 6 1,332 18.4% 9

25 滋 賀 12,108 6,265 5,843 7,196 59.4% 14 3,643 58.1% 13 3,553 60.8% 13 6,618 54.7% 13 3,571 57.0% 13 3,047 52.1% 13 572 4.7% 14 70 1.1% 16 502 8.6% 13 2,005 16.6% 32 864 13.8% 24 1,141 19.5% 37 1,919 15.8% 34 1,154 18.4% 36 765 13.1% 26

26 京 都 21,821 10,835 10,986 15,568 71.3% 2 7,549 69.7% 1 8,019 73.0% 2 14,670 67.2% 2 7,388 68.2% 2 7,282 66.3% 2 824 3.8% 33 154 1.4% 13 670 6.1% 36 2,884 13.2% 43 1,181 10.9% 40 1,703 15.5% 46 1,456 6.7% 46 942 8.7% 45 514 4.7% 46

27 大 阪 68,065 33,809 34,256 45,305 66.6% 3 22,281 65.9% 3 23,024 67.2% 4 42,240 62.1% 5 21,974 65.0% 4 20,266 59.2% 5 2,929 4.3% 21 273 0.8% 26 2,656 7.8% 24 10,064 14.8% 38 3,748 11.1% 38 6,316 18.4% 40 6,126 9.0% 44 3,891 11.5% 44 2,235 6.5% 44

28 兵 庫 42,454 21,099 21,355 28,004 66.0% 5 13,460 63.8% 6 14,544 68.1% 3 26,515 62.5% 4 13,290 63.0% 6 13,225 61.9% 3 1,390 3.3% 39 154 0.7% 32 1,236 5.8% 40 5,474 12.9% 45 2,023 9.6% 45 3,451 16.2% 44 4,889 11.5% 40 3,254 15.4% 40 1,635 7.7% 43

29 奈 良 10,939 5,664 5,275 6,935 63.4% 7 3,530 62.3% 8 3,405 64.5% 7 6,401 58.5% 8 3,466 61.2% 8 2,935 55.6% 9 463 4.2% 27 60 1.1% 18 403 7.6% 27 1,385 12.7% 46 550 9.7% 43 835 15.8% 45 1,114 10.2% 43 693 12.2% 43 421 8.0% 42

30 和 歌 山 7,816 3,960 3,856 4,377 56.0% 21 2,122 53.6% 21 2,255 58.5% 23 4,016 51.4% 20 2,090 52.8% 19 1,926 49.9% 20 333 4.3% 24 27 0.7% 36 306 7.9% 21 1,297 16.6% 31 538 13.6% 26 759 19.7% 36 1,415 18.1% 26 892 22.5% 25 523 13.6% 25

31 鳥 取 4,679 2,382 2,297 2,252 48.1% 40 1,022 42.9% 42 1,230 53.5% 34 1,910 40.8% 43 926 38.9% 46 984 42.8% 36 310 6.6% 4 87 3.7% 1 223 9.7% 9 892 19.1% 15 359 15.1% 15 533 23.2% 15 1,068 22.8% 13 694 29.1% 13 374 16.3% 13

32 島 根 5,554 2,908 2,646 2,730 49.2% 36 1,375 47.3% 34 1,355 51.2% 41 2,485 44.7% 34 1,330 45.7% 34 1,155 43.7% 33 214 3.9% 31 19 0.7% 37 195 7.4% 30 1,279 23.0% 3 545 18.7% 4 734 27.7% 4 1,133 20.4% 16 731 25.1% 18 402 15.2% 20

33 岡 山 16,274 8,347 7,927 8,940 54.9% 24 4,299 51.5% 27 4,641 58.5% 22 8,095 49.7% 25 4,214 50.5% 27 3,881 49.0% 26 676 4.2% 29 71 0.9% 22 605 7.6% 28 3,125 19.2% 12 1,259 15.1% 13 1,866 23.5% 13 3,200 19.7% 18 2,208 26.5% 16 992 12.5% 30

34 広 島 22,196 11,103 11,093 14,168 63.8% 6 6,950 62.6% 7 7,218 65.1% 6 13,429 60.5% 6 6,911 62.2% 7 6,518 58.8% 6 663 3.0% 42 34 0.3% 46 629 5.7% 41 2,887 13.0% 44 1,068 9.6% 44 1,819 16.4% 43 2,806 12.6% 38 1,872 16.9% 39 934 8.4% 39

35 山 口 10,260 5,193 5,067 4,674 45.6% 46 2,157 41.5% 45 2,517 49.7% 45 4,065 39.6% 46 2,099 40.4% 44 1,966 38.8% 45 490 4.8% 13 43 0.8% 25 447 8.8% 11 1,769 17.2% 28 697 13.4% 28 1,072 21.2% 24 2,873 28.0% 2 1,851 35.6% 1 1,022 20.2% 5

36 徳 島 5,742 2,887 2,855 3,319 57.8% 16 1,548 53.6% 20 1,771 62.0% 11 3,081 53.7% 15 1,494 51.7% 24 1,587 55.6% 10 196 3.4% 37 52 1.8% 6 144 5.0% 45 937 16.3% 34 354 12.3% 34 583 20.4% 32 1,128 19.6% 19 765 26.5% 15 363 12.7% 29

37 香 川 8,069 4,072 3,997 4,556 56.5% 19 2,154 52.9% 25 2,402 60.1% 18 4,094 50.7% 22 2,112 51.9% 23 1,982 49.6% 24 348 4.3% 20 32 0.8% 28 316 7.9% 22 1,435 17.8% 22 568 13.9% 22 867 21.7% 23 1,307 16.2% 31 878 21.6% 29 429 10.7% 35

38 愛 媛 10,536 5,479 5,057 5,884 55.8% 22 2,917 53.2% 22 2,967 58.7% 21 5,334 50.6% 23 2,814 51.4% 25 2,520 49.8% 22 455 4.3% 19 85 1.6% 10 370 7.3% 31 1,976 18.8% 18 809 14.8% 17 1,167 23.1% 17 2,089 19.8% 17 1,402 25.6% 17 687 13.6% 24

39 高 知 5,536 2,800 2,736 2,968 53.6% 29 1,328 47.4% 33 1,640 59.9% 19 2,644 47.8% 29 1,286 45.9% 33 1,358 49.6% 23 212 3.8% 32 22 0.8% 29 190 6.9% 33 798 14.4% 40 334 11.9% 35 464 17.0% 42 881 15.9% 32 622 22.2% 26 259 9.5% 37

40 福 岡 39,841 19,974 19,867 22,797 57.2% 17 10,782 54.0% 18 12,015 60.5% 15 20,436 51.3% 21 10,421 52.2% 20 10,015 50.4% 19 1,834 4.6% 15 291 1.5% 11 1,543 7.8% 23 6,951 17.4% 25 2,893 14.5% 20 4,058 20.4% 31 6,182 15.5% 36 4,018 20.1% 33 2,164 10.9% 34

41 佐 賀 7,440 3,884 3,556 3,476 46.7% 42 1,643 42.3% 44 1,833 51.5% 39 3,087 41.5% 39 1,613 41.5% 42 1,474 41.5% 40 314 4.2% 28 28 0.7% 33 286 8.0% 18 1,287 17.3% 26 537 13.8% 23 750 21.1% 25 2,118 28.5% 1 1,354 34.9% 2 764 21.5% 1

42 長 崎 11,283 5,707 5,576 5,521 48.9% 37 2,524 44.2% 39 2,997 53.7% 33 4,898 43.4% 36 2,465 43.2% 37 2,433 43.6% 34 484 4.3% 22 41 0.7% 34 443 7.9% 19 1,855 16.4% 33 735 12.9% 31 1,120 20.1% 35 2,818 25.0% 8 1,762 30.9% 7 1,056 18.9% 8

43 熊 本 14,388 7,398 6,990 6,899 47.9% 41 3,228 43.6% 40 3,671 52.5% 36 6,200 43.1% 37 3,145 42.5% 40 3,055 43.7% 32 465 3.2% 40 54 0.7% 31 411 5.9% 37 2,708 18.8% 17 1,164 15.7% 9 1,544 22.1% 20 3,430 23.8% 11 2,215 29.9% 10 1,215 17.4% 11

44 大 分 9,417 4,826 4,591 4,747 50.4% 33 2,211 45.8% 37 2,536 55.2% 30 3,858 41.0% 42 2,079 43.1% 39 1,779 38.7% 46 682 7.2% 1 97 2.0% 4 585 12.7% 1 2,019 21.4% 7 914 18.9% 3 1,105 24.1% 9 2,122 22.5% 14 1,381 28.6% 14 741 16.1% 15

45 宮 崎 9,272 4,726 4,546 4,328 46.7% 43 2,021 42.8% 43 2,307 50.7% 43 3,729 40.2% 45 1,964 41.6% 41 1,765 38.8% 44 395 4.3% 25 25 0.5% 39 370 8.1% 15 1,671 18.0% 19 738 15.6% 10 933 20.5% 29 2,411 26.0% 4 1,520 32.2% 4 891 19.6% 7

46 鹿 児 島 13,764 7,024 6,740 6,405 46.5% 45 2,845 40.5% 47 3,560 52.8% 35 4,974 36.1% 47 2,727 38.8% 47 2,247 33.3% 47 896 6.5% 6 56 0.8% 27 840 12.5% 2 3,003 21.8% 5 1,278 18.2% 6 1,725 25.6% 6 3,194 23.2% 12 2,062 29.4% 11 1,132 16.8% 12

47 沖 縄 13,820 6,901 6,919 6,160 44.6% 47 2,837 41.1% 46 3,323 48.0% 47 5,674 41.1% 41 2,760 40.0% 45 2,914 42.1% 39 445 3.2% 41 42 0.6% 38 403 5.8% 39 3,576 25.9% 2 1,510 21.9% 2 2,066 29.9% 2 1,743 12.6% 39 1,182 17.1% 38 561 8.1% 41

合 計 990,230 500,708 489,522 588,919 59.5% 289,161 57.8% 299,758 61.2% 546,589 55.2% 283,926 56.7% 262,663 53.7% 37,253 3.8% 4,130 0.8% 33,123 6.8% 165,906 16.8% 65,544 13.1% 100,362 20.5% 145,887 14.7% 91,746 18.3% 54,141 11.1%

広 域
九 州 圏 129,485 65,633 63,852 65,007 50.2% 30,248 46.1% 34,759 54.4% 56,921 44.0% 29,273 44.6% 27,648 43.3% 6,005 4.6% 677 1.0% 5,328 8.3% 24,839 19.2% 10,466 15.9% 14,373 22.5% 26,891 20.8% 17,345 26.4% 9,546 15.0%

※令和4年度 学校基本調査（文部科学省）のデータを元に加工
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